
イ
ラ
ク
に
限
ら
ず
世
界
各
地
で
無
差
別

テ
ロ
が
頻
発
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
ロ
シ
ア

で
は
モ
ス
ク
ワ
の
劇
場
占
拠
事
件
、
地
下

鉄
爆
破
事
件
等
が
続
発
し
、
当
局
は
チ
ェ

チ
ェ
ン
独
立
派
武
装
勢
力
の
犯
行
と
非
難

し
て
ゐ
る
。
こ
の
様
な
テ
ロ
が
非
難
さ
れ

る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
背
後
に
あ
る
少

数
民
族
の
悲
哀
を
見
落
す
べ
き
で
は
な
い
。

強
国
ペ
ル
シ
ヤ
、
ト
ル
コ
、
ロ
シ
ア
に

囲
ま
れ
た
チ
ェ
チ
ェ
ン
は
度
々
侵
略
に
晒

さ
れ
、
十
八
世
紀
の
ロ
シ
ア
侵
攻
の
際
は

人
口
の
三
分
の
二
を
失
ふ
壮
絶
な
戦
ひ
の

末
に
征
服
さ
れ
た
。
ソ
連
支
配
下
で
も
イ

ス
ラ
ム
教
弾
圧
に
屈
し
な
か
っ
た
た
め
、

ス
タ
ー
リ
ン
は
民
族
強
制
移
住
を
命
じ
た
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
貨
車
か
ら
降
ろ
さ
れ
た

人
々
の
前
に
は
雪
原
が
広
が
り
、
宿
舎
も

食
料
も
な
く
、
馬
糞
の
中
の
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
で
飢
ゑ
を
凌
い
だ
。
十
三
年
後
に
許
さ

れ
帰
郷
し
た
時
、
飢
餓
と
酷
寒
で
人
口
は

半
減
し
、
土
地
は
ロ
シ
ア
人
入
植
者
に
奪

は
れ
て
ゐ
た
。
ソ
連
崩
壊
後
チ
ェ
チ
ェ
ン

は
独
立
を
宣
言
す
る
。
ロ
シ
ア
は
こ
れ
を

許
さ
ず
、
戦
車
部
隊
で
首
都
を
制
圧
す
る

が
、
ゲ
リ
ラ
攻
撃
に
耐
へ
き
れ
ず
撤
退
し

た
。
こ
の
第
一
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
戦
争
で
四

万
人
の
犠
牲
の
上
に
悲
願
の
独
立
を
勝
ち

得
た
か
と
思
は
れ
た
。
し
か
し
三
年
後
ロ

シ
ア
軍
が
再
度
侵
攻
し
て
現
在
に
至
っ
て

ゐ
る
（
第
二
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
戦
争
）。

こ
れ
ま
で
西
側
諸
国
は
ロ
シ
ア
軍
に
よ

る
虐
殺
、
暴
行
、
拷
問
等
を
非
難
し
て
き

た
。
し
か
し
九
・
一
一
テ
ロ
後
、
ア
メ
リ

カ
は
「
チ
ェ
チ
ェ
ン
分
離
独
立
派
は
テ
ロ

勢
力
」
と
す
る
ロ
シ
ア
側
主
張
を
容
認
す

る
姿
勢
に
転
じ
た
。
対
テ
ロ
戦
争
で
各
国

の
協
力
を
必
要
と
す
る
ア
メ
リ
カ
は
対
露

関
係
を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
少
数
民
族

が
他
国
の
支
援
も
な
く
独
立
を
達
成
す
る

の
は
困
難
で
あ
り
、
手
段
も
限
ら
れ
る
。

二
百
数
十
年
に
及
ぶ
大
国
の
圧
政
に
虐
げ

ら
れ
て
き
た
歴
史
を
通
し
て
事
件
を
見
た

時
、
惻
隠
の
情
を
抑
へ
難
い
の
で
あ
る
。

ま
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
日
独
に
協
力
す
る

恐
れ
が
あ
る
と
し
て
在
ソ
朝
鮮
人
や
ド
イ

ツ
人
に
も
移
住
を
命
じ
て
ゐ
る
。
敵
性
民

族
と
し
て
移
住
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
も
し

日
露
戦
争
で
敗
れ
て
ゐ
た
ら
、
日
本
人
は

中
央
ア
ジ
ア
ヘ
移
住
、
国
土
は
ロ
シ
ア
人

入
植
者
に
奪
は
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
チ

ェ
チ
ェ
ン
の
悲
劇
は
他
人
事
で
は
な
い
。

中
国
で
続
発
す
る
テ
ロ
も
同
じ
構
図
と

言
へ
る
。
清
滅
亡
後
、
漸
く
独
立
を
果
し

た
チ
ベ
ッ
ト
に
「
帝
国
主
義
の
弾
圧
か
ら

解
放
す
る
」
と
称
し
て
中
共
軍
が
突
如
侵

攻
し
、
併
合
し
た
。
し
か
し
帝
国
主
義
者

は
正
に
中
国
自
身
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

チ
ベ
ッ
ト
代
表
団
を
軟
禁
、
恫
喝
し
て
調

印
さ
せ
た
協
定
さ
へ
も
遵
守
せ
ず
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
の
権
威
を
否
定
し
（
そ
の
後
、
ダ

ラ
イ
・
ラ
マ
は
イ
ン
ド
へ
脱
出
）、
正
統
パ
ン

チ
ェ
ン
・
ラ
マ
を
拉
致
し
て
（
ニ
マ
少
年
と

そ
の
家
族
は
現
在
も
消
息
不
明
）、
六
千
余
の

寺
院
を
破
壊
し
た
。
民
衆
蜂
起
弾
圧
で
少

な
く
と
も
百
二
十
万
人
を
殺
害
し
、
強
制

収
容
所
で
は
電
気
棒
等
で
残
虐
な
拷
問
を

続
け
て
ゐ
る
。「
チ
ベ
ッ
ト
は
巨
大
な
強
制

収
容
所
と
化
し
た
」（
国
際
ア
ム
ネ
ス
テ
イ
）

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
チ
ベ
ッ
ト
族
間
の
婚

姻
制
限
、
強
制
断
種
・
交
種
と
共
に
チ
ベ

ツ
ト
族
を
上
回
る
数
の
漢
族
を
入
植
さ
せ

る
「
民
族
浄
化
」
で
あ
る
。
莫
大
な
投
資

で
今
日
の
韓
国
発
展
の
基
盤
を
築
い
た

「
日
韓
併
合
」
と
は
比
較
を
絶
す
る
苛
烈
極

ま
り
な
い
圧
政
暴
政
で
あ
る
。

九
・
一
一
テ
ロ
直
後
、
江
沢
民
は
「
テ

ロ
は
共
通
の
脅
威
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
擦

り
寄
る
一
方
で
「
チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
等

の
分
離
独
立
派
は
テ
ロ
勢
力
」
と
断
じ
、
弾

圧
を
一
層
強
化
し
た
。
彼
ら
も
ま
た
九
・
一

一
テ
ロ
の
被
害
者
と
言
へ
よ
う
。
中
国
は
我

が
国
に
対
し
て
事
あ
る
毎
に
「
過
去
の
侵
略

を
謝
罪
せ
よ
」
と
要
求
す
る
。
し
か
し
現
在

も
な
ほ
侵
略
と
人
権
弾
圧
を
続
け
る
中
国
に

我
が
国
を
非
難
譴
責
す
る
資
格
な
ど
な
い
。

二
年
前
、
欧
州
議
会
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会

等
は
テ
ロ
と
の
戦
ひ
に
も
法
の
支
配
を
求

め
た
「
チ
ベ
ッ
ト
人
権
問
題
決
議
」
を
採

択
し
、
ま
た
昨
年
、
チ
ベ
ッ
ト
僧
の
従
僕

の
処
刑
に
対
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
等
多
く
の
政
府
が
非
難
声
明
を
出
し

て
ゐ
る
。
サ
ミ
ッ
ト
参
加
の
先
進
七
ヶ
国

の
内
、
議
会
で
チ
ベ
ッ
ト
問
題
を
取
り
上

げ
て
ゐ
な
い
の
は
我
が
国
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
拉
致
さ
れ
た
自
国
民
の
救
出
で

さ
へ
及
び
腰
な
の
だ
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
問
題

で
の
沈
黙
も
当
然
だ
ら
う
。
歯は

噛が

み
す
る

ば
か
り
だ
。（
大
阪
府
立
南
寝
屋
川
高
校
教
諭
）
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強
ま
る
少
数
民
族
へ
の
弾
圧

―
対
テ
ロ
戦
争
の
裏
側
で
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